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第
４
回
む
ら
づ
く
り
事
業
部

会
は
、
１
月
１６
日(

水)

に
当
セ

ン
タ
ー
に
部
会
の
構
成
員
が
集

ま
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

焦
点
は
、
む
ら
づ
く
り
拠
点
運

営
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
旧
豊

松
中
学
校
跡
地
の
活
用
策
で
す
。 

 

平
成
２８
年
１２
月
に
豊
松
地

区
む
ら
づ
く
り
計
画
策
定
委
員

会
か
ら
提
言
し
、
町
長
か
ら
「
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

本
建
物(

旧
豊
松
中
学
校)

を
早

期
に
解
体
し
、
新
た
な
地
域
総
合

生
活
拠
点
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
町
か
ら
具

体
的
な
提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
当
部
会
で
は
、
施
設

の
概
要
を
ま
と
め
具
体
策
案
を

検
討
し
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
豊
松
地

区
を
挙
げ
て
誰
も
が
集
い
楽
し

め
る
場
と
機
会
を
提
供
し
、
地
区

に
お
け
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
現
在
の
建
物
で
経
年

劣
化
が
著
し
く
耐
震
基
準
に
満

た
な
い
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
は
大
規
模

な
改
修
工
事
が
必
要
で
、
現
状 

の
ま
ま
で
は
維
持
管
理
費
が
増

大
す
る
た
め
、
将
来
、
こ
れ
ら

の
施
設
内
で
行
な
っ
て
い
る
事

業
を
こ
の
跡
地
に
建
設
す
る
新

し
い
建
物
に
移
行
す
る
と
い
う

も
の
。
豊
松
支
所
の
建
物
だ
け

で
こ
れ
ら
の
事
業
を
満
た
す
こ

と
は
到
底
、
困
難
な
状
況
で
す
。 

新
し
い
建
物
に
は
、
診
療
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
学

童
保
育
・
放
課
後
子
供
教
室
、

生
涯
学
習
事
業
・
図
書
館
、
総

合
事
務
所
な
ど
を
設
け
た
総
合

生
活
拠
点
セ
ン
タ
ー(

仮
称)

を

設
置
す
る
青
写
真(

設
計
案)

を

描
い
て
い
ま
す
。
地
区
住
民
の

皆
さ
ん
に
こ
の
設
計
案
を
基
に

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
反
映
し

た
も
の
を
地
区
民
の
総
意
と
し

て
町
に
要
請
し
、
早
期
、
実
現

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
藤
原
部
会
長
が
「
地

区
住
民
多
く
の
方
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。 

―
こ
の
新
春
に
３
地
域(

上

豊
松
、
有
木
、
下
豊
松)

で
公
演

を
行
い
大
変
、
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
一

座
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
キ
ッ

カ
ケ
は
― 

豊
松
地
域
で
歌
と
踊
り
が
好

き
な
者
で
、
平
成
２８
年
１
月
に

も
っ
と
地
域
が
笑
顔
に
な
り
楽

し
ん
で
元
気
に
な
れ
ば
と
、
一

座
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

―
練
習
は
ど
れ
く
ら
い
、
衣

装
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
の
公
演
回
数
は
― 

当
初
月
２
回
く
ら
い
練
習
し

て
い
ま
し
た
が
、
公
演
依
頼
が

入
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
毎

週
１
回
は
練
習
し
て
い
ま
す
。

衣
装
は
購
入
し
た
り
、
座
員
の

手
作
り
も
多
く
、
踊
り
は
主
に

座
長(

井
原
俊
邦)

が
案
を
出
し
、

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
な

が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。 

結
成
以
来
、
現
在
ま
で
福
山

市
や
岡
山
県
を
含
め
、
町
内
外

の
福
祉
施
設
や
地
域
の
敬
老

会
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
３７
回
の
公

演
を
届
け
て
い
ま
す
。 

―
演
目
数
は
、
座
員
は
何
人
、 

地
区
外
の
人
も
座
員
に
な
れ
ま

す
か
― 

 

歌
と
踊
り
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問

わ
ず
に
や
っ
て
い
ま
す
。
結
成

時
か
ら
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増

え
、
歌
謡
曲
か
ら
民
謡
ま
で
約

３０
曲
、
踊
り
も
幅
広
く
約
２０
演

目
ほ
ど
披
露
し
ま
し
た
。 

現
在
、
座
員
は
幅
広
い
年
齢

層
で
２０
名
で
す
。
豊
松
地
区
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
外
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。 

 

―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
― 

 

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

よ
う
『
歌
と
踊
り
で
元
気
に
！
』

を
合
言
葉
に
、
ま
ず
は
５
周
年

記
念
公
演
の
実
現
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。 

地
域
活
動
の
紹
介 

シリーズ 

５ 

天 あ
ま

田
川

た

が

わ

一
座

い
ち

ざ  

代
表 

藤
原
和
則 

 

 

   

マ
ッ
ケ
ン
・
サ
ン
バ 

憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路 

錯
覚
ダ
ン
ス 

旧中学校跡地 

 

 

Ｕ
・Ｓ
・
Ａ 

「
皆
の
衆
」
の

踊
り
に
観
客

も
飛
び
入
り

参
加
！  



地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
テ
レ
ビ
１１
チ

ャ
ン
ネ
ル
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豊松協働支援センター 
●申込み・お問い合わせは 

【電話（０８４７）８４―２２２６】 

 

ホームページ、フェイスブックから

も見てね♥『検索』機能を使って！ 

見てね♥『検索』機能を使って 

11回目 ２月 20日(水)9:30～ 

  大根特集：炊飯器でふろふき

大根、ジャーマン大根など 

12回目  ３月 20日(水) 9:30～ 

  ちらし寿司、さつま煮、ハマ

グリの塩汁 

テレビ11チャンネル初期画面 

     ↓ 

お知らせ 

    ↓決定を押す 

豊松協働支援センター 

    ↓選択・決定 

見たい項目 

 

地
域
活
動
の
紹
介 

シリーズ 

６ 

「
英え

い

・
お
茶

お

ち

ゃ

・
書

し
よ
う

」
会か

い 
 

有
木
自
治
振
興
会  

岡
﨑 

 

  

 

とよまつ保育所とんど 

 １月１２(土)に旧豊松中学

校グラウンドで幼児・家族の無

病息災を祈ってとんどを開催

しました。参加された方にはお

しるこ、みかん、メザシ等を振

る舞われました。地区の方々は

正月用しめ縄など持って来ら

れ、健康祈願をしていました。 

 

 

 

神石高原町消防団出初式 

 新メンバーの豊松方面隊(中

平寛司隊長、団員８２名)は、１

月２７日(日)１０時から油木体

育館において開催された出初式

に出動しました。午後からは豊

松・陽光の里文化ホールにおい

て消防後援会主催の団員慰労激

励会に出席しました。 

神
石
高
原
町
に
映
画
ロ
ケ
隊
来
る 

 

映
画
「
料
理
人
ワ
タ
ナ
ベ
」
の
撮
影

が
１
月
２４
日
に
幸
運
仏
・
ヒ
コ
ー
キ
タ

ワ
ー
等
で
あ
り
、
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
ロ
ケ
隊
に
炊
き
出
し
を
し
ま
し

た
。
３
月
に
は
試
写
会
が
あ
り
ま
す
。 

日
時 

３
月
３
日(

日) 

 
 
 

１０
時
か
ら
１４
時 

場
所 

陽
光
の
里
文
化
ホ
ー
ル 

演
目 

 

【
入
場
無
料
】 

 

民
謡
、
銭
太
鼓
、
カ
ラ
オ
ケ 

 

と
よ
ま
つ
保
育
所(

お
ど
り) 

 

豊
松
小
学
校(

合
唱) 

 

有
木
レ
デ
ィ
ー
ス 

出
品 

相
峻
会(

書)

、 

 
 
 

敬
友
会(

絵
画) 

 

―
「
え
い
お
ち
ゃ
し
よ
う
か
い
。」

は
ど
ん
な
サ
ロ
ン
で
す
か
ー 

以
前
か
ら
、
何
か
振
興
会
で
文
化

的
な
要
素
の
あ
る
サ
ロ
ン
は
で
き
な

い
も
の
か
？
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
次
重
寛
禧
先
生
と
英
語
に
つ
い
て

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
、(

英
会
話
＋
書
道)

を
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
や
る
＝
ボ
ケ
防
止
に
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。
題
し
て
「
英
・

お
茶
・
書
」
会
で
す
。 

―
い
つ
か
ら
、
ど
こ
で
、
い
つ
活

動
し
て
い
ま
す
か
。
参
加
す
る
に
は

ど
ん
な
準
備
を
ー 

４
年
前
か
ら
有
木
老
人
集
会
所
で

毎
月
１
回
、
２０
日
以
降
の
午
後
、
２

時
間
程
度
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
参

加
費
無
料
で
毛
筆
用
の
筆
を
持
参
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。(

半
紙
、
墨
汁
は

用
意
し
て
い
ま
す
。) 

―
先
生
は
ど
の
よ
う
な
方
で
す
か
ー 

開
催
日 

３
月
１０
日(

日) 

場 

所 

神
石
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
前 

種 
目 

２
・
５
Ｋ
ｍ
コ
ー
ス 

主 

催 
神
石
地
域
体
育
協
会 

日 

程 

 

９:

３０
～ 
受
付 

 

１０:

００
～ 

開
会
式 

 

１０:

３０
～ 

ス
タ
ー
ト 

 

１１:

００
～ 

う
ど
ん
等
を 

サ
ー
ビ
ス 

 

１１:

４５
～ 

閉
会
式 

対 

象 

小
学
生
以
上 

 
 
 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
あ
り 

申
込
先 

豊
松
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー 

炊き出し料理(一部) 

緊張の出初式 大きな「とんど」に点火する前 

地
元
が
誇
る
次
重
先
生
は
、
英
語

を
自
由
自
在
に
話
さ
れ
書
道
も
大

家
で
、
地
元
の
宮
司
さ
ん
で
す
か

ら
、
垣
根
が
低
く
、
と
て
も
新
鮮
で

話
し
や
す
い
方
で
す
。 

 

―
こ
の
サ
ロ
ン
は
有
木
地
域
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
か
。
こ
の

会
の
良
さ
は
ー 

 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
英

語
や
書
道
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
豊
松

地
区
の
方
々
も
大
い
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。「
あ
の
会
へ
行
け
ば
楽

し
い
し
元
気
が
出
る
。
ま
た
行
き
た

い
。
」
と
思
え
る
よ
う
に
毎
回
、
話

題
等
を
変
え
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

 

 

参加者募集中 
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